
人と地球に優しい技術、
感性豊かな色彩を提供します。

私たち大日本塗料グループは、これまで環境や資源を護り、

社会の発展と暮らしの向上に貢献することを願って、

さまざまな製品とサービスをお届けしてきました。

人類がより良い生活を求めた代償として、

地球温暖化、大気汚染など環境変化が顕著となった今、

私たちはすべてのステークホルダーと協調し、

環境保護への取り組みを一層強化しなければなりません。

これからも私たち大日本塗料グループは法令の順守にとどまらず、

環境や安全、健康に配慮した企業活動を推進してまいります。
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